
 
弘前城築城４００年祭協賛事業の募集について 

 

募集期間 申請件数 承認件数 助成額（予定） 

第 1回 ４月１日～４月３０日 13件 3件 150万 

第 2回 ９月１３日～１０月１５日 18件 6件 257万 1千円 

合計 31件 9件 407万 1千円 

 

 

承認した事業について（①事業名称、②申請者、③事業概要、④開催日時） 

 

第１回（4月 1日～4月 30日）募集の承認協賛事業 

 

承認協賛事業 １ 

① まちをあそぶ！2010 忍者修行大作戦～弘前城築城 400 年祭へむけて～ 

② 特定非営利活動法人弘前こどもコミュニティ・ぴーぷる 

③ 地域のシンボルである弘前公園を活動の場に、自分たちの住むまちを愛する心を培い、築城

400 年祭への機運を高めることを目的に、子どもと大人が関わり合いコミュニケーションを

図りながら、想像力を育むあそび体験活動をおこなう。 

④ 平成 22 年 7 月 11 日 

 

承認協賛事業 ２ 

① feel 弘前感交劇場ものづくり・手仕事展「Ｔｈｅ職人の技」（仮称） 

② 弘前商工会議所 

③ 当所では「JAPAN ブランド育成事業」「地域資源∞全国展開支援事業」で地域の伝統工芸品や

職人による手仕事ものを、全国に向けて情報発信をしてきた。弘前地域を“生活劇場”とと

らえ「弘前感交劇場」をコンセプトとした劇場型まちづくりに他団体とともに取り組んでい

る。当展示会は各事業者の「販売・売上」につなげることを最大の目的としている。当展示

会開催を、12 月に迫った東北新幹線新青森駅開業・弘前城築城 400 年祭を好機ととらえ、地

域産業の経済効果を最大限に高めることを目的としている。 

④ 平成 22 年 10 月 15 日～17 日 

 

承認協賛事業 ３ 

① ラジオ番組「弘前城４００年紀行」 

② アップルウェーブ株式会社 

③ 「弘前城築城 400 年」の歴史や意義を弘前市民、及び、周辺市町村の方々に広く認知して頂

くため、印刷媒体に比べ、耳から容易に情報を取得できるラジオ放送を利用し、弘前城の築

城から今までの歴史やエピソード・秘話などで構成するラジオ番組を制作・放送する。 

④ 平成 22年 7月 5日～平成 23年 3月 31日 

 

 

資料１



第２回（9月 13日～10月 15日）募集の承認協賛事業 

 

承認協賛事業 １ 

① ねぷた囃子でギネスに挑戦 

② 津軽横笛ギネス実行委員会 

③ ねぷた囃子の笛大合奏で築城４００年を祝う！「祭り」にまつわる多彩なイベント 

(１)ねぷた囃子大合奏 (２)登山囃子コンテスト (３)津軽民俗芸術祭 

④ 平成 22 年 10 月 31 日 

 

承認協賛事業 ２ 

① 弘前ねぷたの歴史的沿革パンフレット作成事業 

② 弘前ねぷた保存会 

③ 藩政時代から行われている弘前ねぷたの歴史、文化等を分かりやすく紹介し、弘前ねぷたを

将来に保存継承することを目的として製作する。 

④ 平成 22 年 11 月 1 日～平成 23 年 1 月 10 日 

 

承認協賛事業 ３ 

① 津軽ひろさきジュニア検定 小学６年生級（チビおべさま検定）試験 

② 弘前観光コンベンション協会 

③ 弘前市内の全小学６年生に、自分たちの住む街の歴史、文化等について学習する機会を創出

することを目的に「津軽ひろさきジュニア検定」を実施する。 

④ 平成 23 年 5 月～7月 模擬試験体験 ・平成 23 年 8 月～9月 本検定試験 

 

承認協賛事業 ４ 

① 弘前城築城 400 年祭津軽藩御本膳普及事業 

② (社)日本料理研究会弘前支部弘前四條会 

③ 弘前城築城 400 年祭にちなみ、弘前市内の和食レストランで提供できるように、藩政時代の

殿様料理を再現したものや、地元の食材を使った名物料理を創り出し、市内の和食店舗で提

供する。 

④ 平成 22 年 12 月 4 日～平成 23 年 12 月 31 日 

 

承認協賛事業 ５ 

① 津軽の人物かるたの作成 

② 社団法人 弘前青年会議所 

③ 津軽弘前地域出身の歴史上の人物たちのかるたを作成、活用する。 

④ 平成 23 年度 

 

承認協賛事業 ６ 

① 津軽もののふ祭 

② 津軽もののふ祭実行委員会 

③ 北辰堂講話会・古武術交流体験会・甲野善紀弘前稽古会 

④ 平成 23 年 7 月 24 日・31 日 


